
- 81 - 

学則施行細則 
 

第１章 目 的 

（目的） 

第１条 この施行細則は、学則第 36条に基づき、本校の円滑な運営を図ることを目的とする。 

 

 

第２章 評価基準 

（学期） 

第２条 本校は前期、後期制とする。 

 

（成績評価） 

第３条 教育課程記載上の科目については、すべて評価を行う。評価は成績表および成績証明書へ記

載する。 

 

（科目評価） 

第４条 科目の評価は、定期試験60％、毎回授業の小テスト等40％の配分を総合し評価し、AからFの 

６段階で評価を行う。 

２  ６段階評価の評点を GPA ポイントは下記の通りとする。 

評価 内容 評点 
GPA 

ポイント 

A 

合格 

100～90 点 4.0 

B 89～80 点 3.0 

C 79～70 点 2.0 

D 69～60 点 1.0 

E 
不合格 

出席不良 0 

F 59 点以下 0 

 

３  ６段階評価の対象外科目に関しては、GPAポイントの対象外とし、評価は下記の通りとする。 

評価 内容 評点 
GPA 

ポイント 

S 合格 認定 － 

U 不合格 認定せず － 

E 不合格 出席不良 － 

ＴＣ 他校で履修した単位の認定 － 
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（卒業・進級基準） 

第13条 当該年次開講科目の全科目について A～ＤまでおよびＳの評価を得た者は、進級となる。 

２  卒業時までに全科目を履修し、学校長が適当と認めた者は卒業となる。 

３  不合格科目（Ｆ・E・Ｕ評価）が１科目でもある者は進級または卒業をすることができない。 

４  前 2 項に定める進級、卒業の審査は学則第 21条に定める卒業進級判定会議において行う。 

この会議の参加者は学校長、事務局長、教務部長、学部長並びに担任等学校長が指名した

者とする。 

 

 




